
「毎回のサロ
ンが 

　 待ちどお
しい！」 「毎回のサロ
ンが 

　 待ちどお
しい！」 

皆さまからの会費が福祉活動を支えています 

市社協賛助会員募集中！ 平成20年度 
　会費は、地区社会福祉協議会への支援や広報紙「みんないいひと」
の発行、ボランティアの育成、有償の家事援助・介助サービス「ふれ
あいサービス」などに活用させていただきます。 
　皆さまのご協力をお願い申し上げます。 

一般賛助会費　１口　　　200円 
特別賛助会費　１口　　1,000円 
法人賛助会費　１口　20, 000円 

問合せ　総務グループ　電話 042-730-3888

【皆さんのご協力をお待ちしています！】 
　こうしたサロン活動をもっと活発にしていくためには、一緒にサロ
ンを楽しみながらお手伝いしてくださる方や、会社の会議室、お店の
空きスペースなどを貸してくださる
方などのご協力が必要です。 
　いろんな方の少しずつの力を合わ
せてサロン活動は成り立っています
ので、ぜひご協力をお願いします！ 

問合せ　地域福祉グループ 
　　　　電話 042-756-5034

　高齢者対象の「ふれあい・いきいきサロン」や子育て中の親子対象の「子育てサロン」では、ご近所の方々で集まって、
2時間くらいおしゃべりや情報交換、時には工作などをしながら、楽しく過ごしています。 
　現在、市内には160か所ほどのサロンがあり、市社協では、もっとたくさんの方にサロンに参加していただき、「こんに
ちは」「お元気ですか」と声をかけ合える、安心して暮らせるまちづくりを目指しています。 

ふれあい子育てサロン ふれあい子育てサロン ふれあい・いきいきサロン ふれあい・いきいきサロン 
　「ボランティアの方たちは子育ての先輩なので、ちょっと
したことでも相談できたりしてとても心強いです。子どもは
真剣なまなざしで話を聞いたり、普段家の中ではできないよ
うな遊びを楽しんでいます」とお母さんもいい笑顔 

　「皆さんと過ごしているとあっという間に時間が過ぎてし
まいます。来月はいつ？と、毎回のサロンが待ち遠しくて。
お知らせを頂くと楽しみにしてとんで行きます。」と参加者
の皆さん 

田名地区「おもちゃばこ」児童養護施設中心子どもの家にて毎月2回木曜日（不定期）開催 横山地区「いきいきサロン花」個人宅にて毎月第3月曜日 

　「おもちゃばこ」及び「いきいきサロン花」は、神奈川県社会福祉協議会が作成した市町村社協紹介DVD「みんなの笑顔をつく
りたい」の中で紹介されています。視聴ご希望の方は地域福祉グループまでお問い合わせください。電話 042-756-5034
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「市社会福祉協議会」は、
皆さんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりを進める
社会福祉法に位置付けられた
民間の福祉団体です。

〈発行〉社会福祉
法　　人 相模原市社会福祉協議会

〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番20号
市立あじさい会館内

� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～社協さがみはら「みんないいひと」　点字版・録音版～　目の不自由な人にご紹介ください

～みんないいひとメールマガジン 毎週水曜日 無料配信～　購読申込は市社協ホームページから

～市社協ホームページで最新の福祉情報をお届け！～
http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

～福祉情報文字放送中～　J-COM 2チャンネル　毎日　AM 7:00～、PM 1:00～、7:00～

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～18巻 無料配布中！

携帯版ホーム
ページはこちら
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平成19年度　相模原市社会福祉協議会
　市社協では、「第六次地域福祉活動計画」の基本理念に掲げる「地域住民の参加と支えあいによる福祉の

の推進に取り組んでいの推進に取り組んでいまちづくり」を実現するために、地域住民の皆さまやさまざまちづくり」を実現するために、地域住民の皆さまやさまざざまな団体と協働し、福祉活動の
ます。
　また、1面で紹介しました「ふれあい・いきいきサロン」、「子育てサロン」の活動を促進するほか、ボランティアサロン」の活動

在宅センターの運営や福祉教育・福祉学習の促進、住民の参加と支えあいによる「ふれあいサービス」などの在
福祉サービスの推進等さまざまな事業を実施しました。

決算の状況決算の状況決算の状況
収入2,0

02,174千円円 支出1,8
99,324千円円

会　費

57,471（2.9％）
会員からの会費、
市民・法人からの
賛助会費

878,454（43.9％）

市・県社協からの事
業を行うための補助
金・受託費など

福祉教育・福祉学習の充実

1,538（0.1％）
小・中・高校生対象の
各種講座の開催など

寄付金

16,659（0.8％）
市民・法人からの
寄付金

補助金・受託費 事業収入

144,567（7.2％）

各種サービスの
利用料・自販機
手数料

その他
（繰越金、雑収入）

868,595（43.4％）

前期末支払資金残高、
預金利子など

利用者支援の充実

453,773（23.9％）

有償の家事援助サービスや
子育て支援事業の実施など

ための進するたを推進業を事業
実盤の充実運営基盤運

5266,611,21 （66.6％）％

貸付、資金の貸の建設等施設へ祉施民間社会福祉
費など協運営費営、市社管理運館管あじさい会

共同募金
配 分 金

36,428（1.8％）

構成比（　）内は構※単位は全て千円、

赤い羽根募金・年
末たすけあい募金
の配分金

皆さまのご支援、ご協力ありがとうございました。

福祉相談の充実

21,123（1.1％）

保健福祉の
総合相談など

福祉情報の充実

29,936（1.6％）
広報紙の発行や
啓発事業の実施など
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会　計　名計　名

一一　般　会　計

業公　益　事　業　　　

収　益　事　業収　益　事　業　　

合　　　計合 計合 計

収　　入

01,754,870

9214,899

532,405

2,002,1742,002,174002 17402 1742 002 174

出支　　出

01,666,70066,70

202,97002,970

2 5429,654

1,899,3241,899,3248899 32499 3241 8

平成19年度一般会計・特別会計の収入支出決算の概要計の収入支出決算の概計・特別会計の収入

特
別
会
計

　特別
　会計

の充実参加の場の社会参地域の住民
福祉活動の充実

121,156（ 46.46 ％）
、動支援、活動地区社協への活
ど育成などの育ボランティアの

1835,1 （0.3％）％
団体害児者団障害
どの助成なへの

　合計　 2,519,004 　合計　 2,519,004

資産合計　（2,519,004） 負債合計　　（1,407,760）

・現金　・預貯金　・未収金

・基本財産　・固定資産・基金　等

減価償却費の累計額　52,828

・未払金　・預り金　・買掛金　等
【55.9％】

純資産合計　（1,111,244）
・基本金　・基金　・積立金
・次期繰越活動収支差額 等【44.1％】

資
産
の
部

負
債
の
部

貸借対照表（単位：千単位：千円） 単位：千円）（単 千円
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市内には、22か所の地区社会福祉協議会、通称「地区社協」があります。
地区社協は、地域住民の皆さんによって運営されており、その地域に必要とされ
るさまざまな福祉事業を行っています。
各地区の地区社協の特徴や主な取り組みを毎号シリーズでご紹介しています。

今回のテーマは「子どもからお年寄りまでみんなで参加してみんなで福祉を知ろ
う！」です。

星が丘地区社協「ファミリーフェスティバル」
～ ひろげよう　ふれあいの輪 ～

　星が丘地区社会福祉協議会（野中敬
一会長）では、「一人暮らしの高齢者が
増えている」「核家族化が進み、祖父母
と同居する子どもが減っている」という
状況の中、親子から高齢者まで幅広い
年齢層の方が一同に会し交流する場と
して、昨年度より「ファミリーフェスティ
バル」を開催しています。開催に当たっては、地域の福祉関係団体等、多
くの方に協力をいただき、来場される皆さんがふれあいながら楽しめる
よう、さまざまなコーナーを設けています。
　今年は昨年度好評だったグランドゴルフのほか、竹とんぼ作り等を行
う予定です。これを機会に、地域の親子と高齢者が顔見知りとなり、道
端で挨拶を交わすような関係が広まるよう願っています。ぜひ、お越し
ください。

問合せ：星が丘地区社会福祉協議会（星が丘公民館内）
電話 042－755－0600

星が丘地区社協主催「ファミリーフェスティバル」
日　時：8月24日（日） 午前10時～午後2時
会　場：星が丘公民館（星が丘3－1－38）他
内　容：グランドゴルフ、ミニ凧作り、3B体操（健康体操）、
　　　　プルタブ・ペットボトルキャップの回収等

昨年のひとこま

城山町地区社協「赤ちゃんからお年寄りまで、いきいきふれあい！」
～福祉で、地域交流・世代間交流の取り組み～

　城山町地区社会福祉協議会（内田昭和会長）では、「みんなで支えあう
まちづくり」を目指しさまざまな事業を行っており、今年の1月26日には、
福祉を通して地域住民が集う場として「福
祉のつどい」を開催しました。当日は、車
いす体験・手話体験・高齢者疑似体験、手
話コンサート、福祉映画会、地域の福祉活
動紹介などを行い、大盛況でした。
　地域のボランティアや福祉グループ、福
祉施設などの福祉関係者に加え、小学生
から80歳を超える幅広い年齢層がこの“つどい”づくりに参加したことが
大きな特徴です。
　また、自治会や学校の協力により、中高生ボランティアが福祉体験コー
ナーで大人たちに教えている場面や、高校生が作るバルーンアートを子ど
もたちに手渡すなど、若い力が輝いていました。来場者は1,000人を超

え、地域の福祉を体験することができたでの
はないかと思います。
　今後は、より多くの人が参加できる「福祉
のつどい」を目指し、そこに参加した地域の
皆さんや子どもたちと一緒に地域の福祉に
取り組んでいきたいと思います。

問合せ：城山町地区社会福祉協議会（城山保健福祉センター2階）
電話 042－783－1212

車いす体験

手話コンサート

Vol.6



相模原市山形県人会、セイケンホーム

㈱（光が丘）、ビバーチェ共和店（大

野北）、あじさい陶友会（大野中）、㈱

いなげや相模原下九沢店（大沢）、相

模原市大沢南部営農組合、懐メロ友の

会（田名）、㈱クライムエヌシーデー

（麻溝）、歌謡ステージ星空の会 代表

うと五郎（相模台）、相模野カントリ

ー倶楽部（城山）、ごみの資源化をす

すめる会、福前健康体操（相模湖）
▼高齢者福祉のために　セレモニーホ
ール永田屋（橋本）

▼障害福祉のために ㈱相武通信（相

模台）、手作り＆リメイク青い鳥（津

久井）、三菱電機㈱SOCIO-ROOTS基

金（市外）
▼交通遺児のために 相模原けやきの

会（清新）、（社）神奈川県トラック協

会相模地区支部（市外）

〔個　人〕
▼衣類等　上平春美（清新）、川村博章
（田名）
▼紙おむつ　匿名１件
〔企業・団体〕
▼チケット Ｆ・コミュニケーション

（市外）
▼商品券　人夢工房（市外）

寄付物品

〔個　人〕
▼社会福祉のために　佐藤榮一（小山）、
地曵裕雄、小泉綾子（橋本）、阪本清

作（大野中）、枝並荘二郎、矢沢守

（大沢）、清水優子（市外）、匿名2件
▼少年院図書代のために　河本　一
（大野北）

〔企業・団体〕
▼社会福祉のために　相模原市民まつ
り実行委員会、あじさい会館前愛の一

円玉の塔、さがみビルメンテナンス協

同組合、県北管工事協同組合（中央）、
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市社会福祉協議会には、市民の皆さ
まから多くのご寄付が寄せられ、福祉
の向上に役立たせていただいています。
「地域住民の参加と支えあいによる福
祉のまちづくり」を実現するため、ひ
とりでも多くの方のご協力をお待ちし
ています。
平成20年4月1日から5月31日までに

ご寄付を寄せられた方は、次のとおり
です。
敬称略・順不同（ ）内は地区名

～たくさんのご寄付を
ありがとうございます～

寄付金

ワンポイント 
レッスン No.4

　耳が聞こえない人が困っているのを見かけたら、「どうした
の？」と話しかけてみてください。聞こえない人は、困って
いる時に手話で話しかけられると安心します。その後のやり
とりは、紙に書いたりジェスチャーで伝えるなど状況に合わ
せて工夫してくださ
い。「痛い」と組み
合わせると「どこが
痛いですか？」とい
う意味になります。 

　耳が聞こえない人たちは、街の中などで皆さんに手助けをお願いするこ
とがあります。そんな時に役立つ手話をぜひ覚えてください。 

【なに？】 
【どうしたの？】 

人差し指を 
左右に振る 

問合せ　市障害福祉課　電話 042-769-8355

【どこが痛いですか？】 

【痛い】 【なに？】 

福祉機器展示室  福祉機器展示室  福祉機器展示室  
　高齢者や障害者の自立を助け、介護する人の負担も軽くする福祉用
具を展示・紹介します。 
　土・日・祝日も開室していますのでぜひご利用ください。 

車いす･介護ベッド･入浴用品など約
380点を展示し試用体験できます。 
（販売はしていません） 
車いす2週間以内、歩行器1週間以内 
多点杖1週間以内、松葉杖2か月以内 
車いす・介護ベッド・エアマットの
賃貸料を3か月間半額助成します。 

◆展示・紹介◆ 
 
 
◆無料貸出し◆ 
 
◆賃貸料助成◆ 

富士見6-1-1 ウェルネスさがみはら2階 
年中無休（年末年始除く）午前9時～午後5時 
電話 042-769-8274　FAX 042-756-5760

ふれあい 
給食サービス 配食協力員配食協力員 配食協力員配食協力員 配食協力員 募集！ 
　ふれあい給食サービスは、お食事作りが困難な一人暮らし高齢者など
の方に、お弁当（夕食）をお届けし、併せて安否の確認を行っています。
現在、お弁当を届けてくださる配食協力員を募集しています。 
　ぜひ、ご協力ください。（津久井地域を除きます。） 

内容：近隣の老人ホームや公民館などに集
合して、お弁当を利用者宅にお届け
し、併せて安否の確認を行います。
横山、星が丘、橋本、大野北、上溝、
新磯、相模台、相武台の各地区の方
を特に募集しています。 

時間：月･火･木･金曜日（※祝日を含む） 
　　　午後4時～5時30分位 
謝礼：1日840円（1～5食まで） 

問合せ：ふれあい給食サービスセンター　電話 042-756-5034

配食協力員の皆さんです。 
『これからお弁当を届けに行って
きます！』 

（弁護士による権利擁護相談） 法律相談  法律相談  法律相談  
～ 相談は個別、無料です。秘密は守ります！～ 

◆ 開設日時 ◆ 8月28日(木)・9月25日(木)  午後1時20分～4時 
　　　　　　　 （お一人の相談時間は40分間です） 
◆ 場　　所 ◆ あじさい会館6階　権利擁護相談室 
◆ 対　　象 ◆ 高齢者・障害者とその家族 
◆ 予約受付時間 ◆ 月～金曜日　午前8時30分～午後5時 
　　　　　　  （事前に電話予約をしてください。） 
◆ 申込み・問合せ ◆ 相模原あんしんセンター　電話 042-756-5034

法律相談 

・・・・・・・ 

～発達障害支援情報～ 

　発達障害のある方は、多くの人たちと違って、とても得意なことがあるの
に、何でもないようなことがすごく苦手…という偏りが行動に現れ、誤解さ
れやすく、日常生活でとてもこまってしまうことがあります。しかし、周囲の
温かい理解と支えがあれば、個性として、自分らしく生きていくことができま
す。発達障害についての正しい理解をシリーズでご紹介します。 

Q． 発達障害にはどんな特徴がありますか？ 
・人とのコミュニケーションの困難さ、年齢相応
の社会性の獲得の困難さ、直感的に物事を理
解する力の問題があります。 
・衝動性、多動性、注意持続が短く、自分でコント
ロールすることが苦手です。 
・発達のアンバランスがあり、できることできな
いことのギャップが大きいことがあります。 

　症状や程度は様々です
が全般的に知的能力に問
題がない場合も多く、その
ために本人の努力不足や
親のしつけの問題と誤解さ
れることがあります。 

発達障害に関してのご相談は…　　　　　　　 
神奈川県発達障害支援センターかながわA 
相談専用電話 0465-81-3717（月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分） 
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�定　員：各会場20名（同じ内容です） �受講料：無料
�申込み：①③に参加希望の方はボランティアセンターまで 電話 042-786-6181

②④に参加希望の方は南ボランティアセンターまで 電話 042-765-7085

開催日

① 8月 9 日（土）

② 8月26日（火）

③ 9月12日（金）

④ 9月27日（土）

時　間

午後1時30分～3時30分

午前10時～正午

午前10時～正午

午後1時30分～3時30分

場　所

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

内　容

ボランティ
アとしての
基礎知識と
実際の活動
紹介

ボランティア予備校
ボランティア活動をはじめたいと考えている方々のために

社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 
あじさい会館 8月17日（日）、9月27日（土） 
さがみ湖リフレッシュセンター 毎週日曜日及び休日 

次号社協さがみはら「みんないいひと」164号は
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○居宅介護事業所もみの木S
ヘルパー募集

○知的障害者更生施設
虹の家「虹まつり」
日　時 7月26日(土)

午後4時～7時45分
場　所 虹の家(下溝4410)周辺広場
内　容 各種模擬店、フリーマーケ

ット、打ち上げ花火など

問合せ 虹の家
電話 042-777-0111

○里親になりませんか
日　時 ①7月30日(水)、②8月9日

(土)、③9月13日(土)、④9
月24日(水)
午後2時～4時30分

場　所 ①④あじさい会館
②③相模原児童相談所

内　容 親の病気、離婚、虐待など
により家庭養育が困難な
お子さんを迎え入れ養育
する里親制度の説明会

問合せ 相模原児童相談所
電話 042-750-0002

○特別養護老人ホーム
「縁JOY＆柴胡苑夏祭り」
日　時 8月2日(土)

午後4時～7時30分
場　所 縁JOY（田名7691-1)
内　容 各種模擬店、イベント、大

抽選会、仕掛け花火など
問合せ 柴胡苑

電話 042-761-8118

○知的障害者生活ホーム
フロイデ 職員募集
日　時 ①土曜日 午前9時～午後4時

②曜日不定（宿泊）
午後4時～午前9時

場　所 光ヶ丘1-16-3
内　容 生活ホームで生活する障害

者の介助等
賃　金 時給810円
問合せ フロイデ

電話 042-759-1133

○心の病について～統合失調症の薬のこと～
日　時 9月30日（火）

午後1時30分～3時30分
場　所 相模原市民会館 2階
内　容 薬の話を中心に、心の病に

ついて精神科医の八木
剛平氏による講演会

費　用 無　料（先着80名）
申込み 希望者は直接会場へ
問合せ みどり会　福所

電話 042-748-6812

○障害者地域作業所 ワークショップ
向陽 非常勤職員募集
日　時 月～金曜日のうち週2、3回

程度
午前8時30分～午後5時30分

場　所 宮下本町1-41-3
内　容 知的障害者（主に女性）の

身辺・生活介助
賃　金 月給60,000円

（交通費別途支給）
問合せ ワークショップ向陽 石原

電話 042-753-3117

○地域活動支援センター
ポップコーン 非常勤職員募集
日　時 月～金曜日のうち週3回程度

午前10時～午後4時（実働5H）
場　所 麻溝台6-10-16
内　容 身体障害者の日中介助など

の援助指導員
賃　金 時給820円(各種手当、賞与有）
資　格 普通運転免許のある方
問合せ NPO法人とうきび会 山

電話 042-766-5850

日　時 水曜日午後の2、3時間
土・日曜日の6、7時間

内　容 障害児者の外出介助
賃　金 時給1,100円～

(交通費別途支給)
資　格 ヘルパー2級以上
問合せ もみの木S

電話 042-759-5651

ほか
ほかふ

れあいフェスタ2008作詞・作曲者を募集します 
　10月25日（土）に開催する「ほかほかふれあいフェスタ
2008」で発表します。 

対　象　者　作詞部門　障害のある方 
　　　　　　作曲部門　応募された詩に曲をつけていただける方 
締　切　り　9月15日（月） 
問合せ・申込み　相模原ボランティア協会　電話・FAX 042－759－7982 
当日、ほかほかふれあいフェスタをお手伝いしてくださるボランティアも募集しています！ 

知的障害のある方と楽しく交流を 
内　容：あじさい青年学級に参加している皆さんと、スポーツやゲーム、

外出活動等をして一緒に楽しく過ごします。 
日　時：毎月1回　原則として第2日曜日　 
　　　　午前8時30分～午後4時 
場　所：あじさい会館（富士見6－1－20）等 
　　　　※会場の都合により日程・場所が変更になる場合があります。 
問合せ：ボランティアセンター　電話 042-786-6181

電話 042-786-6181　FAX 042-786-6182
Eメール : svc@sagamiharashishakyo.or.jp

　ボランティアセンター（富士見6-1-20あじさい会館4階）

夏休み！ボランティア体験のススメ 
中高生ボランティア体験相談会 

　「夏休みにボランティア体験をしてみたい！」「ボランティア活動
が学校の課題になった」など、活動先を探している中学生・高校生の
ための相談会を開催します。 

①7月24日（木） 午後2時～3時30分　あじさい会館6階　展示室 
②8月 4 日（月） 午後2時～3時30分　南保健福祉センター4階 会議室 

≪内容≫ 
◆ボランティア活動をするときの心構えやエチケット 
◆どんなところで活動できるの？相模原市内の福祉施設やボラ 
　ンティアグループなどを紹介します。 
※2日間とも同じ内容です。 
★申込みは必要ありません。直接会場に開始時間までにお越しください。 

問合せ　南ボランティアセンター　電話 042-765-7085

～ボランティア募集～
当日お手伝いくださる方も募集しています！
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